
か
そ
ん
な
－

T
’
』
が
言
は
れ
よ

5
か
。
」
彼
は
仰
は
他
の
所
で

一
．
吾
人
を
生
命
の
内
面
に
導
〈
も
の
は
直
鹿
島
で
あ
る
。
」

t

遁
ぺ
て
ゐ
る
。
彼
が
意
味
す
る
直
慢
は
硬
ば
っ
た
思
想
の

型
を
融
合
せ
し
め
て
私
達
を
純
一
的
な
境
地
仁
導
〈
も
の

で
あ
る
、
彼
の
他
の
言
葉
で
言
ふ
た
な
ら
ば
普
遍
的
生
命

と
の
戚
膳
で
あ
る
、
備
ほ
言
葉
を
換
へ
て
言
ふ
な
ら
ば
、

会
人
格
を
以
て
の
体
験
で
あ
る
、
此
体
験
仁
よ
っ
て
の
み

あ
る
ぺ
き
世
界
と
あ
る
と
こ
ろ
む
世
界
と
を
連
鎖
せ
し
め

る
、
そ
し
て
最
も
普
遍
安
嘗
的
な
人
性
の
働
を
可
能

t
す

る
、
私
は
こ
れ
の
具
体
化
を
印
度
降
誕
の
救
世
主
に
於
て

み
る
、
ナ
ザ
レ
の
華
人
イ
エ
兵
、
ク

y
’A
ト
に
於
て
見
る

き
れ
ば
宗
教
的
体
験
に
依
っ

τの
み
、
人
性
の
矛
盾
t
n
T

裂
と
は
融
合
し
得
ら
れ
、
紳
人
の
変
通
は
可
能
と
な
る
、

そ
し
て
岡
県
の
無
垢
な
自
己
の
姿
が
現
は
れ
て
来
る
、
こ
れ

あ
ら
ゆ
る
思
惟
の
超
越
し
た
秘
義
で
あ
る
、
無
限
じ
波
め

ど
も
枯
れ
ざ
る
紳
秘
の
泉
で
あ
る
。
ハ
十
、
－
t
十一二》

蓮
華
色
の
出
家
を
議
み
て

太

田

純

志

創
作
と
批
許
と
は
費
象
の
異
で
あ
る
換
言
す
れ
ば
批
評

と
は
創
作
そ
の
も
の
、
或
劃
象
の
債
値
を
改
造
す
る
さ
云

ふ
欲
求
か
ら
出
た
心
理
的
作
用
で
ゐ
る
新
な
る

t
非
常
仁

難

ν問
題
に
な
る
か
ら
車
に
明
か
に
知
ら
ん
と
す
る
意
味

で
論
究
し
て
見
や
ふ
偽
陀
の
宗
教
は
そ
の
人
格
仁
淵
源
し

た
そ
の
信
仰
讃
悟
を
生
命

t
し
て
居
る
故
仁
そ
が
悟
得
の

怯
を
知
ら
ん

t
欲
せ
ば
恰
も
光
線
の
用
を
以
て
大
陽
の
憶

を
知
る
が
如
〈
数
誌
の
内
容
を
襲
端

t
し
て
敬
法
を
活
か

し
蹴
化
の
中
心

t
な
b
し
人
格
仁
朔
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
嘗
時

の
数
聞
に
於
て
は
朝
仁
清
涼
の
法
肱
仁
酔
ふ
曇
者
が
前
夜

仁
は
狂
惑
の
叡
隷
で
あ
b
涙
に
夜
毎
の
枕
を
帽
嚇
し
た
哀
れ

な
女
性
が
輝
C
日
比
は
静
寂
な
委
仁
自
発
め
た
の
で
あ
っ

た
だ
か
ら
吾
々
の
云
ふ
煩
悩
即
菩
提
や
生
死
即
浬
繋
や
善

悪
不
二
は
只
じ
高
座
上
の
理
論
の
み
で
は
な
い
常
住
論
か

ら
云
ふ
人
間
の
霊

t
肉
と
が
一
つ
も
の
で
あ
る

t
す
る
と

盤
仁
よ
っ
て
肉
が
集
化
せ
ら
れ
罪
業
が
静
化
せ
ら
る
、
の
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℃
ゐ
る
後

ω根
本
例
数
mw
人
注
も
此
の
解
結
仁
苦
悶
し
た

悲
劇
の
主
人
公
で
あ
っ
た

T
皮
加
持
力
教
の
修
道
院
の
尼

僧
が
古
代
更
て
唯
猫
b
鵡
拝
堂
仁
入
っ
て
主
に
新
り
を
捧
ぐ

る
時
そ
の
薄
閣
の
堂
内
仁
瞬
く
蝋
燭
の
灯
の
友
明
、
り
に
照

さ
れ
た
基
督
の
塑
像
一
を
拝
し
て
思
は
十
も
夫
れ
に
抱
き
つ

き
A

ツ
と
我
に
反
っ
て
泣
〈
事
が
あ
る

t
云
ふ
吾
々
は
他

人
の
罪
業
を
傍
観
し
て
居
る
時
は
如
何
仁
惑
凱
し
で
も
除

絡
が
あ
る
が
そ
れ
が
自
己
の
賓
際
と
な
っ
た
時
に
異
の
罪

業
に
鯛
れ
る
罪
の
人
で
な
く
て
は
其
の
宗
教
家
で
は
な
い

吾
々
は
彼
の
敢
闘
の
人
々
等
の
具
照
的
生
活
を
心
理
的
に

描
寓
す
る
仁
は
矢
張
り
創
作
の
境
地
じ
入
っ
て
事
術
口
聞
に

再
現
す
る
よ
り
道
か
無
レ
、
元
来
備
陀
は
世
相
の
寅
献
と

し
て
女
性
に
一
般
並
に
特
別
の
悪
徳
を
見
こ
れ
を
叱
貴
し

阿
訴
せ
ざ
る
の
み
か
反
っ
て
そ
の
特
性
仁
依
h
拾
謡
就
善

い
勧
誠
を
毒
し
た
の
で
ゐ
っ
た
勿
論
華
色
比
丘
尼
も
其
の

一
人
で
あ
る
o

合
掌
じ
は
華
色
比
丘
尼
の
生
前
諦
や
向
家
の
動
機
目
連
特
持

者
誘
惑
設
備
道
修
謹
等
を
可
成
明
細
に
記
さ
れ

τゐ
る
彼

は
商
天
緋
一
一
得
叉
戸
羅
め
生
れ
仁
て
後
に
は
イ
羅
捺
に
佐
し

た
誌
の
閉
じ
は
恐
し
い
麟

ω
葛
藤
や
倫
落
の
生
活
が
間
断

な
〈
あ
っ
た
出
家
し
て
が
ら
は
蓮
華
色
比
丘
尼
又
は
華
色

比
正
尼
叉
川
温
蚕
羅
務
尼
、
轡
波
羅
比
丘
尼

t
も
云
ふ
た

宗
祖
聖
人
は
之
じ
劃
し
て
単
に
達
多
悪
逆
の
劃
象
人
物

t

し

τの
み
数
筒
所
に
仰
せ
ら
れ
て
あ
る
開
目
抄
「
華
色
比

丘
尼
ρ

提
婆
一
一
ガ
イ
セ
ラ

ν
」
・
士
一
、
三
七
法
華
題
目
抄
「
阿

羅
漢
折
自
殺
事
色
比
正
尼
L
十
、
七
立
世
安
国
論
「
提
婆
途
多

セ

ン

チ

之
殺
ニ
蓮
華
色
比
丘
尼
L
七
、
一
附
交

摩
商
摩
耶
経
下
一
式
「
時
＝
挺
婆
蓮
多
見
＝
阿
閑
世
王
不
ν
許
v
前－

巳
心
大
苦
悩
皐
v
手
拍
v
頭
切
ν
歯
馬
鳥
時
欝
披
羅
比
正
尼
従
ニ

王
宮
－
出
而
於
一
一
門
外
一
見
ニ
提
婆
蓮
多
即
岡
ν
之
言
放
令
樟
栂

不
ν
得
a

蟻
盛
－
於
＝
働
法
ノ
中
－
作
＝
大
留
醗
時
提
礎
達
多
聞
庇
ノ

語
巳
極
大
悲
悉
即
以
＝
手
拳
而
打
－
－
其
頭
一
彼
比
丘
尼
等
使
命

的
枠
提
婆
建
多
又
害
＝
羅
漢
比
丘
尼
一
」
文
阿
闘
世
王
悌
陀
に
蹄

依
す
る
様
仁
な
b
提
婆
の
宮
庭
仁
入
る
を
禁
じ
た
・
9
時
に

偶
々
蓮
華
色
一
の
居
合
せ
て
膏
し
た
る
潟
め
な
り
。

終
律
異
相
一
－
一
十
「
偶
者
間
堀
山
ニ
在
ジ
時
蓮
華
媛
女
自
－
ア
善

心
ヲ
生
ジ
比
正
尼
ト
ナ

9
悌
－
一
一
到
戸
川
進
－
一
流
泉
－
一
一
飲
b
v
y

ノ
面
像
折
臆
無
比
ナ
戸
ヲ
見
ア
形
ヲ
段
ツ
ノ
末
早
ク
私
情
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ヲ
快
ク
ジ
ア
後
出
家
ス

Y
主
題
カ
一
ア
ジ
ト
縛
ジ
ア
還
リ
家

ニ
向
フ
悌
ソ
ノ
道
呆
ヲ
得
ペ
キ
ヲ
墜
知
uv

一
ノ
容
委
組
世

ノ
女
人
ヲ
化
作
ジ
共
－
一
城
ニ
復
配
’
化
人
途
－
一
運
華
ノ
膝
ヲ

枕
ユ
ジ
ア
睦
臥
デ
忽
駕
ト
ジ
ア
命
柊
ジ
騰
肱
由
民
繍
ジ
腹
潰

工
識
出
ア
途
ニ
肌
鱒
解
散
ス
蓮
華
見
ア
驚
怖
シ
梯
所
－
一
到

Z日
－
フ
之
ヲ
白
ス
働
裁
ニ
法
ア
説
キ
阿
羅
漢
ヲ
得
セ
ジ

ム
」
交
合
宰
所
引
の
法
句
経
註
に
は
山
川
家
後
竿
月
じ
て

四
異
一
諦
を
詮
し
或
る
夜
布
蔭
堂
に
入
り
燈
火
を
見
て
そ

れ
を
縁
境

t
し
て
火
遁
庭
を
修
し
阿
羅
漢
呆
を
謹
せ
り

〉、．

西
域
記
径
四
「
悌
初
利
天
ヨ

9
下
降
ジ
玉
フ
時
蓮
華
色
比

丘
尼
化
シ
ア
轄
輪
王
ト
ナ
9
七
費
導
縦
ジ
四
兵
警
衛
uv
傭

所
－
一
至

P
ア
比
丘
尼
－
一
復
ジ
初
メ
ア
世
曾
ヲ
見
タ
U
F

ヲ
慌

フ
悌
告
ア
臼
ク
設
ハ
初
見
－
一
非
ズ
須
菩
提
銃
二
詰
眠
ヲ
以

ア
我
ヲ
見
U
F

ト
」
実
的
陀
の
双
神
越
は
外
道
降
伏
の
錦
で

あ
っ
た
o

大
知
日
度
論
一
四
士
ニ
「
格
色
比
丘
尼
叫
ν
之
復
以
v
挙
打
ν
尼
尼

即
時
眼
出
而
死
」
へ
女
明
三
滋
罪
下
）

谷
響
統
四
初
、
i

艦
倖
異
相
ノ
選
落
色
厄
襲
、
わ
得
諮
ノ
縁
等

ヲ
出
セ
w
y

事
ア

9
提
事
所
殺
ノ
蓮
華
色
ト
同
異
未
詳
叉
仰

仰
利
天
ヨ

p
降

9
玉
フ
時
輪
王
ト
化
ジ
ア
最
前
－
一
一
冊
ヲ
搾

セ
ジ
華
色
比
丘
尼
毛
コ
レ
ト
司
異
測
9
カ
タ
シ
解
律
異
相

品
川
又
別
仁
事
選
賠
女
ノ
事
ヲ
出
セ

9
」
一
五
云
一
外
正
記
入
本

五
三
輔
正
記
入
二
十
浬
繋
曾
疏
三
一
十
等
－
一
出
ヅ

昔
前
し
い
名
の
蓮
華
比
丘
尼
は
恐
ろ
し
い
違
多
の
錫
に
悲

惨
の
死
を
逐
げ
た
考
へ
る
と
嘗
時
の
敬
閤

ω入
札

q
t五
円
等

の
間
じ
は
切
っ
て
も
切
れ
白
人
間
性
の
結
ば
れ
て
居
る
事

が
悟
ら
れ
る
女
性
の
世
界
を
男
子
の
ぞ
れ
の
加
く
し
展
開

そ
ん

E
す
る
J

と
き
は
優
秀
な
る
創
造
力
に
侠
た
ね
ば
な
・
ら

ぬ
若
し
此
等
婦
人
の
事
蹟
を
明
か
に
す
る
を
得
ば
悌
数
史

上
婦
人
の
如
何
に
活
動
せ
し
か
を
知
る
を
仰
る
も
の
な
る

を
円
以
て
之
を
記
し
て
後
皆
吉
－
e

乞
待
つ
の
み
成
h
し
も
の
ほ
皆

減
す
不
逸
放
に
勤
修
せ
よ
。

翠

き

涙

秦

観

行

諸
法
貨
相
紗
臼
〈
現
在
の
大
難
乞
思
ひ
つ
い
〈
る
に
も

涙
、
未
来
の
成
僻
を
思
ふ
て
喜
ぶ
に
も
挺
せ
き
あ
え
歩
、
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